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ま　え　が　き

　この報告書（資料編）は日本国有鉄道岐阜工事局から委託された「岡谷・塩尻間環境

調査」の昭和54年度調査研究結果を四面の分冊にまとめた申の第4編の塩嶺トンネル周

辺の植生三態の調査研究と三二高原の草地植生の動態をまとめたもので，調査は宮脇委

員とそのグループによって実施されたものである。本調査研究の内容については「岡谷

・塩尻間環境調査」（総括編）に分り易い形でその要点をまとめた。その調査研究報告資

料編はその姉妹編ともいうべきもので，そα～調査研究の細部を集録したもので，この環

境調査研究のために設置された委員会の昭和54年度の最終報告書である。

　一昨年度は調査開始の初年度に当り環境調査を進めるための現況を明らかにするため

の基礎データの調査に主体をおいたが，昨年度はその基礎データの不足を補うと共に更

にその前の年と比較して環境の変化をとらえるためのデータ解析，特にM露Sデータの正

規化を完成させ環境調査罵のデーターベースを作成し，一昨年度と森林の活力の遷移状

況および温度環境変化をマクロに比較した。又，一昨年度実施した土地利用分類，樹種

分類の結果の評価をおこなった。又，トンネル掘劇予定線を中心とした地域の土壌水分

の状況を明らかにし，トンネル掘削が樹木に及ぼす影響を調査するためにテンションメ

ーターを設置して，土壌水分測定をおこなった。地下水位や土壌水分の変動があった場

合の植生への具体的影響をとらえるために，永久方形区を設定し個々の植生の変化やそ

の増減・発育を細く現地で，継続調査することを昨年度より実施した。更に昨年度は罵

谷側のトンネル中心線上の山頂にタワーを設置して，予め指定した樹木の分光反射率の

測定を実施し，直接に樹木の生育状況と反射特性をとらえ，トンネル掘削に伴う環境の

影響をとらえる基礎的なデータを把握することができた。

　今年度は謁査の3年目に当り，過去3年間のデータが蓄積されM2Sデータの解析も前

年度に較べより精密な解析が可能となったので，森林の樹木活力の3年聞の経年変化を

重点的に調査した。又，テンションメーターによる土壌水分調査については昨年度出様

におこない比較した。又，トンネルの掘削工事に伴うトンネル周辺地域の植生の影響を

具体的にとらえるための永久方形区分の調査は昨年に引続き実施し考察をおこなった。

今年度より新しく塩嶺高原のゴルフコース内での草地植生がトンネル工事の影響をうけ

ているのか，又，影響があるとすればその制御方法手段について植物社会学的に調査研

究するプロジェクトが加えられ，初年度としての調査を実施した。

，又，樹木活力の基礎的データ把握のために岡谷側のタワー上よりの分光反射特性の測

定も昨年に引続き実施された。環境謂査の基礎データとして重要な塩嶺地区の地形特徴

をとらえるための地形調査も詳細に実施した。

　又，調査の最終方向として委員会の実施している調査データ要因の分析を総合して直



接トンネル工事の環境への影響度の範囲を予測する事を考えているが，その中で気象デ

ータを収集整理しておく事は重要な事であり，気象学の立場より基本的にこの塩嶺地区

での気象の実態とその特性を明らかにする事は，各要因分析にも必要であるので

特に本年度より岡谷測のトンネル中心線上にある塩嶺峠において，気温，風向，風速，

湿度，降水量の継続調査を実施した。これらは気象庁の諏訪測候所および鰯谷市の鰻本

道路公殿で実施している気象データと共に面的にこの観測値を拡大して今后経年的に解

析考察をおこない塩干トンネルの環境評価の把握に基本的なデータを提供することを考

えている。

　この調査研究を進めるに当って終始熱心な討議に参加していただき，有益な資料を現

地調査をもとにして提供され，貴重な御意見を購った各委員の先生方，およびこの調査

作業を進めるに当って終始御協力いただいた林業試験場関西支場・土壌研究室・主任

研究窟・吉周二郎氏ならびに日本林業技術協会・呂本リモートセンシング技徳センター

・日本気象協会長野支部，およびパシフィック航測株式会社の関係機関に感謝の意を表

したい。特に日本国有鉄道岐阜工事局・環境対策室および長野工事事務所の関係各位に

対しては，特別の御指導をいただいたので深く感謝するものである。又，この調査に対

して地元の岡谷・塩尻布の方々にも種々御協力を得たので特に御礼を申し上げる。

　この調査研究資料が日本国有鉄道の鉄道建設に，有効なデータを提供するものである

ことを望んでいる。
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は　　じ　　め　　に

　地下水位の低下，変動などの環境条件の変化が，その土地に生育している植物個体や

その集団としての植物や植物群落に影響を与えるのは，一般に漸進的である。したがっ

て，個々の立地条件たとえば土壌水分などの測定と植生の時閤約動態とを継続的に調査

・測定して，比較・考察することがもっとも好しい。

　圏谷市から塩尻市に貫通するように建設が進められている国鉄中央本線薪線の塩嶺ト

ンネル付近で渇水による植生の変化が聞題にされている。各種の科学的調査の一環とし

て我々は，現地調査による植生自体の調査・研究を続けている。

　昭和53年（1978年）5月から塩嶺トンネルにおよびその周辺の湿地，樹林，ゴルフ

場の芝地慧どトンネル：工事に伴う渇水の影響の出そうな地点34箇駈に瞳㎡～10◎㎡の永

久方形区；perm鋤e飢g澱磁翫宛）aue　rquadf誠を設定している。各調査方形区間の植生

を定期的にできるだけ厳密に調査して，個々の植物や植物群落の変化，消滅，新生，発

達の動態を調査する。

　それぞれの立地本来の植生の季節的さらには経年的変化に加うるに地下水位の低下あ

るいは渇水による影響が植生にどのようにあらわれているかを生態学的に評価する。移

動能力のぼい植物は，その生育地のあらゆる環境の変化を生命を賭けて総合的に指標す

る。環境変化の生きた警報装遷の役割も植生は果す。

　昭和騒年度から誕の永久方形区の中で数地点には，とくに植生と土壌水分の関係を密

接にする昌的で自記土壌水分測定が可能なテンションメーターが設置された。

　本四は，永久方形区による植生調査が開始されて第2年度饅までの狛78年5月2膿

から1979年10月5温までの2ケ年間にわたる春，秋計4回の調査結果がまとめられて

いる。永久方形区による植生の動態調査には時間がかかる。まだ不十分な点が多いが現

在までの調査結果を中闘報告したい。

　さらに継続調査・測定を永久方形区について行いながら，塩嶺トンネル建設現場周辺

域の広域的な植生調査，植生図化も続けたい。植生自体の消長を時間的，空闇的に継続

調査することにより，塩嶺トンネル建設の影響が，すでに森林植生，草原植生，湿地植

生などにあるのか，どうか。影響がある場合には，現実にどのように各植物群落に欄々

制限要霞として働いているかを，より科学的に確めたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一


